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テーマ 

支援の目的 

「さいころたし算・ひき算」 

 繰り上がりのないたし算やひき算の学習を楽しく遊び感覚で行うこと

ができるようにする。 

使用方法 

①二つのさいころをふる。 

②出た目の数を確認する。 

③二つの出た目を数字に直す。たし算やひき算の式を立てて、ノートに

書く。ひき算の場合は、大きい数字から小さい数字を引くことを確認

する。 

④さいころに書かれた数図ブロックの数を見て、答えを出す。 

⑤慣れてきたら、数字で示してあるさいころに随時変更する。 

 

写 真 

 視覚的に計算をしやすくするように、さいころには、数図ブロックの

数を示す。 

たし算バージョン         ひき算バージョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいころたし算を使って、すごろく遊びも行うと効果的である。 

【問い合わせ】 特別支援教育相談研究室 ０５６１－３８－９５１７ 

・二つのさいころに、１～６
まで書く。 

・ふだん使用している数図ブ
ロックと同じ形式で示す。 

・６＋６と６＋５が出た場合
は、数を数えて答えを出す。 

・一つのさいころには、１～

６まで、もう一つのさいこ

ろは、５～１０まで書く。 
・ひき算を意識できるように

さいころの色を変更する。 
・答えが０になる場合も学習

する。 


